
 介護老人保健施設事業会計

 国民健康保険診療所事業会計

 水道事業会計

 病院事業会計

平
成
２４
年
度

市
の
決
算
概
要

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１５

億
０
０
２
４
万
円
で
、
平
成
２５
年
度
へ
予

算
を
繰
越
し
た
事
業
の
た
め
の
財
源
１
億

５
６
０
７
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、１３
億
４
４
１
７
万
円
の
黒
字
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
１
０
６
億

６
０
０
３
万
円
で
歳
入
総
額
の
３６
・
８
㌫

を
占
め
、
市
税
が
６９
億
０
４
６
３
万
円

（
２３
・
８
㌫
）、
借
金
の
市
債
は
３１
億
６
７

０
０
万
円
（
１０
・
９
㌫
）
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
が

２０
億
３
４
４
３
万
円
（
７
・
０
㌫
）、
県
支

出
金
が
１７
億
８
１
１
３
万
円
（
６
・
２
㌫
）

の
収
入
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
事
業
、
保

育
所
の
運
営
、
子
育
て
の
た
め
の
手
当
て

の
支
給
な
ど
の
民
生
費
が
６１
億
５
９
４
０

万
円
で
歳
出
総
額
の
２２
・
４
㌫
で
し
た
。

職
員
管
理
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
を
含

む
総
務
費
は
、
４６
億
９
６
８
９
万
円
（
１７・

１
㌫
）、
予
防
接
種
な
ど
の
健
康
事
業
や

ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
の
経
費
な
ど
を

含
む
衛
生
費
は
、
３９
億
７
０
１
３
万
円

（
１４
・
５
㌫
）、
学
校
施
設
な
ど
の
整
備
を

行
っ
た
教
育
費
は
、
２８
億
６
２
０
４
万
円

（
１０
・
４
㌫
）、
土
木
費
２４
億
１
０
３
３
万

円
（
８
・
８
㌫
）、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
借
金
の
返
済
と
な
る
公
債
費
は
、

４１
億
２
５
３
７
万
円
と
歳
出
総
額
の
１５
・

０
㌫
を
占
め
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に

ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
（
歳
出
）
か
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳

入
総
額
は
、
４
９
８
億
０
５
６
３
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
８
１
億
８
５
０
０
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
、
１６
億
２
０
６
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

歳
出
総
額
は
４８２
億
円

歳入総額　２８９億７,２５０万円

歳出総額　２７４億７,２２６万円

▲東野小学校に浄水機能付きのプールを整備

特別会計 歳　入 歳　出 歳入歳出決算差引額

国民健康保険 56億5,182万円 54億9,201万円 1億5,981万円
介護保険（事業勘定） 51億0,334万円 49億8,608万円 1億1,726万円
（サービス事業勘定） 1,914万円 1,914万円 ０万円
簡易水道 10億6,503万円 10億6,450万円 53万円
農業集落排水 2億7,948万円 2億7,935万円 13万円
駐車場 6,009万円 5,393万円 616万円
公共下水道 15億3,362万円 15億2,805万円 557万円
遠山財産区 532万円 488万円 44万円
上財産区 85万円 55万円 30万円
後期高齢者医療 6億0,985万円 5億9,555万円 1,430万円

計 143億2,854万円 140億2,404万円 3億0,450万円

資本的収支決算
収入 2,508万円
支出 3,656万円

収益的収支決算
収入 6億5,442万円
支出 6億1,241万円

資本的収支決算
収入 2,231万円
支出 3,370万円

収益的収支決算
収入 ４億5,679万円
支出 4億8,308万円

資本的収支決算
収入 1億6,480万円
支出 2億0,887万円

収益的収支決算
収入 38億3,612万円
支出 37億4,954万円

資本的収支決算
収入 ５,７８４万円
支出 ３億１,３２６万円

収益的収支決算
収入 8億7,334万円
支出 ８億２,３４６万円

□事業概要
　給水件数：１０,９９７件　
　総配水量：４,３７５,６２８立方㍍

□市立恵那病院　　　　
　外来患者数：68,908人　
□国保上矢作病院
　外来患者数：29,057人　

□事業別利用者数
　入所事業：31,279人　
　短期入所事業：2,717人

□６診療所
　外来患者数：46,504人 

借
金
（
市
債
）
の
状
況

●
市
民
１
人
に
、
約
１
０
３
万
円
の
借
金

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

借
金
の
総
額
は
５
５
３
億
３
５
４
３
万
円

　
市
民
一
人
当
た
り
の
貯
金
が
３１
万
３
１

７
４
円
あ
る
状
況
で
す
。

  

近
隣
市
と
の
比
較

　

本
市
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
東
濃
地
域
の
各
市
と
比
較

し
ま
し
た
。
本
市
の
主
な
財
政
状
況
の
過

去
６
年
間
の
推
移
と
、
東
濃
地
域
の
各
市

は
、
平
成
２３
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
示

し
て
い
ま
す
。

▲

岩
村
本
通
り
の
整
備
完
了
を
み
ん
な
で
祝
福

 

貯
金
（
基
金
）
の
状
況

●
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約
３１
万
円

　
市
の
貯
金
の
総
額
は
１
６
８
億
９
２
３

０
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
１９
億
７
１

０
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

１０
億
６
２
６
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
借
金
を
市
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、

１
０
２
万
５
８
８
９
円

と
な
り
ま
す
。（
平
成
２５

年
３
月
３１
日
現
在
の
人

口
５
万
３
９
３
９
人
）

 介護老人福祉施設事業会計

資本的収支決算
収入 2,094万円
支出 2,147万円

収益的収支決算
収入 3億9,295万円
支出 4億0,635万円

□事業別利用者数
　入所事業：21,238人　
　短期入所事業：3,645人

市債の現在高 553億3,543万円
一般会計 368億6,995万円
特別会計 149億2,771万円
企業会計 35億3,777万円

一般会計に属する基金 148億0,958万円
地域振興基金 31億9,500万円
病院施設等整備基金 30億0,192万円
財政調整基金 28億1,095万円
公共施設整備基金 20億1,653万円
減債基金 13億2,204万円
地域福祉基金 9億8,206万円
市民のまちづくり基金 5億6,652万円
地域づくり基金 1億3,784万円
過疎地域自立促進基金 8,380万円
図書館基金 447万円
その他 6億8,845万円

特別会計に属する基金 6億7,903万円
国民健康保険給付基金 3億5,864万円
駐車場施設整備基金 2億3,969万円
農業集落排水基金 826万円
その他 7,244万円
企業会計に属する基金 1億2,460万円
積立金（水道事業） 4,000万円
積立金（介護老人福祉施設） 4,300万円
その他 4,160万円
定額の資金を運用する基金 12億7,909万円
土地開発基金 9億7,252万円
奨学資金貸与基金 2億6,749万円
その他 3,908万円

（４１億２,５３７万円）

一般会計
（歳入）

一般会計
（歳出）

地方交付税３６.８％

市税２３.８％

国庫支出金７.０％

市債１０.９％

県支出金６.２％

その他１５.３％

民生費２２.４％

総務費１７.１％

公債費１５.０％

教育費１０.４％

衛生費１４.５％

土木費８.８％

その他１１.８％

図１

図２

　◆企業会計

◆特別会計

◆一般会計

◆基金

◆市債

（１０６億６,００３万円）

（６９億０,４６３万円）

（３１億６,７００万円）

（２０億３,４４３万円）

（１７億８,１１３万円）

（６１億５,９４０万円）

（４６億９,６８９万円）

（３９億７,０１３万円）

（２８億６,２０４万円）

（２４億１,０３３万円）

（４４億２,５２８万円）

（３２億４,８１０万円）
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な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
公
共
事

業
に
伴
う
資
金

の
使
途
と
、
財

源
を
示
す
公
共

資
産
整
備
収
支

で
は
約
１９
億

円
、
投
資
活
動

や
借
金
返
済
に

よ
る
資
金
収
支

を
示
す
投
資
・

財
務
的
収
支
で
は
、
約
６２
億
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
常
的
収

支
、
す
な
わ
ち
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
２４
年
度

市
の
決
算
概
要

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
資
産
と
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純

資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
市
の
総
資
産
は
、

約
１
４
７
０
億
円
。
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
発
行
す
る
地
方

債
な
ど
の
負
債
総
額
は
、
約
４
３
３
億

円
。
現
在
ま
で
の
世
代
が
税
金
を
支
払
っ

て
、
す
で
に
整
備
さ
れ
た
純
資
産
は
、
約

１
０
３
６
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
約

２
７
２
万
円
で
、
負
債
が
約
８０
万
円
、
純

資
産
が
約
１
９
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

　
１
年
間
の
行
政
活
動
の
う
ち
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
収
集
に
係
る
経
費
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
支
出
と
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
収
入
を
示
し
た
も
の
が
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
。
企
業
会
計
で
い
わ
れ
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
約
２
２

２
億
円
で
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が
負
担

し
た
約
７
億
円
を
除
く
と
、
純
粋
な
行
政

コ
ス
ト
は
約
２
１
５
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
４０
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 バランスシート

資産の部 金　額

公共資産
学校や道路の建設、
土地購入などに使わ
れたお金の総額

1,251億7,400万円

（うち未使用資産） （5億5,300万円）
投資など
関係団体への出資金
や公共施設整備ほか
に蓄えているお金

161億1,100万円

流動資産
現金や貯金、必要な
ときに現金化するこ
とができる積立金、
市税などの未収金

57億0,700万円

（うち歳計現金） （15億円）
資産合計 １,４６９億９,２００万円

負債の部 金　額

固定負債
翌々年度以降に支払
いや返済が行われる
予定のもの

394億4,400万円

流動負債
翌年度に支払いや返
済をするもの

39億0,500万円

合　計 ４３３億４,９００万円

純資産の部 金　額

国と県からの補助金 222億9,300万円

一般財源などの自主
財源 813億5,000万円

合　計 １,０３６億４,３００万円

負債及び純資産合計 １,４６９億９,２００万円

 行政コスト計算書 純資産変動計算書

 資金収支計算書

経常行政コスト 金　額

人にかかるコスト
人件費、退職給与引
当金など

４６億3,300万円

物に係るコスト
電気料、修理など維
持補修費など

89億9,600万円

移転支出的なコスト
高齢者や児童などへ
の手当（扶助費）、団
体への補助金、特別
会計への操出金など

80億5,800万円

その他コスト
市債の利子、時効によ
り納入されなかった税
金（不納欠損）など

5億2,800万円

合　計 ２２２億１,５００万円

経常収益 金　額

使用料・手数料 6億4,400万円
分担金・負担金・寄
付金など

8,900万円
合　計 ７億３,３００万円

（差し引き）
純経常行政コスト

２１４億８,２００万円

期首純資産残高 １,０２５億０,６００万円

（純経常行政コスト）△214億8,200万円
（一般財源） 195億8,200万円
（補助金） 37億5,300万円
（臨時損益など） △7億1,600万円
期末純資産残高 １,０３６億４,３００万円

期首歳計現金残高 １５億０,６００万円

（経常的収支） 80億9,900万円
（公共資産整備収支） △19億円
（投資・財務的収支）△62億0,500万円
期末歳計現金残高 １５億円

 

純
資
産
変
動
計
算
書
の
概
要

　
純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
２４
年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
約

１
０
３
６
億
円
と
な
り
昨
年
度
末
と
比
べ

て
約
１１
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

 

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

　
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
区
分
に
分
け

て
、
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
し
た
も

の
が
、
資
金
収
支
計
算
書
で
す
。

　
日
常
の
行
政
活
動
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
資

金
の
経
常
的
な
収
支
は
、
約
８１
億
円
と

●　用語の説明　●
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●　財政力指数　●

 

財
政
健
全
度
の
状
況

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
算
定
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
実
質
赤
字
比
率
や
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
の
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
次
の
通
り
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

は
１５
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

度
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
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多治見市・土岐市・瑞浪市・中津川市・恵那市の財政状況の比較

（一般会計） （一般会計）
多治見市
土岐市
瑞浪市
中津川市
恵那市

決
算
概
要
の
詳
細
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

健全化

判断比率

指標名 恵那市の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.58％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.58％ 30.00％
実質公債費比率 11.0％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 36.3％ 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「－」で表します

指標名 会計名 恵那市の数値 経営健全化基準

資金不足比率

水道事業会計 － 20.0％
病院事業会計 － 20.0％
介護老人保健施設事業会計 － 20.0％
国民健康保険診療所事業会計 － 20.0％
簡易水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
公共下水道事業特別会計 － 20.0％

※資金不足がない場合「－」で表します
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